
日産財団理科教育助成 成果発表 

主体的に学び、よく考えて課題解決ができる児童の育成 
～理科を軸に、書くことを通して～ 

２０２０年９月１７日 

下野市立祇園小学校 

発表者 熊倉 悠気 
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書き方の型 



授業観察用シート 

 月  日（  ）  校時 年   組 授業者 
 

教科名 
 

単元等 
  

参観者 
 

№ 項 目 観        点 チェック 

1 準備 
・授業の様子やノートの点検などから、児童一人一人の授業の理解度を把握し、意図
的指名を行うことで学習の流れを作ったり、個々の学習への意欲や自信を高めるため
の手立てとしたりしている。 

 

2 導入 
・前時の学習の流れを意識させたり、この後の活動への期待感を高めたりする授業の
導入の工夫を行っている。 

 

3 説明 
・学習のねらいを明確（学習方法・評価方法・本時のゴール）にし、学習に見通しを
もたせている。 

 

4 発問① ・内容を簡潔・明確にするなど、児童に分かりやすい発問や指示を心掛けている。 
 

5 発問② ・児童の主体的な思考を促す問いかけを取り入れている。 
 

6 板書 ・学習活動や児童の思考の流れが確認できる板書であった。 
 

7 展開① 
・児童が自分の考えをまとめたり、表現したりする時間を確保している。（一人学びの
時間の確保） 

 

8 展開② 
・ペア活動、グループでの話し合い、一斉による練り合いの場などを学習過程に位置
付けている。（集団学びの時間の確保） 

 

9 展開③ 
・机間指導や補助発問、ヒントカードの活用などにより、児童の学習状況の把握や個
別指導を行うとともに、個々の意見を意図的に取り上げ、集団の中で生かしている。 

 

10 終末 ・児童が本時のねらいに即して、自らの学習を振り返る時間や活動を確保している。 
 

11 全体 ・学習のきまりを意識させ、学習に向き合わせている。 
 

12 全体 
・児童の主体的・自発的な動きがあり、一人一人が生き生きと（互いのよさや違いを
認め合いながら）学習に取り組む授業であった。 
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